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令和 2年度 DEM 事業結果の英文誌掲載について 

 

 

平素より、本会会務に格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

日本薬剤師会では、医薬品の適正使用に貢献することを目的として平成 14 年度から DEM 事業を開

始し、平成 29 年度からは、新薬及びその同効薬を比較薬としたイベント発現等の調査を実施しています。

比較薬を追加することで、新薬における新たな事象を発見することに加え、事象が比較薬に比べてどの

位の頻度で起きるかの推定が可能となりました。 

今般、令和 2 年度 DEM 事業（日本大学薬学部 大場延浩教授との共同研究）の結果をまとめた論文

が『Expert Opinion on Drug Safety』に掲載されました（別添）。 

https://doi.org/10.1080/14740338.2023.2193395 

ご参考までに、本論文の和訳も添付いたしますのでご高覧いただき、今後の DEM 事業につきましても

引き続きご協力くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

https://doi.org/10.1080/14740338.2023.2193395











































